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し
、「
諮
詢
」
と
は
、
そ
の
関
係
を
円
滑
に

動
か
す
た
め
の
相
談
を
意
味
す
る
。
多
彩

な
日
本
の
知
識
階
級
が
交
詢
社
の
社
員
（
メ

ン
バ
ー
）
と
な
り
、
全
国
各
地
へ
啓
蒙
と

入
会
勧
誘
を
進
め
る
べ
く
巡
回
演
説
会
を

開
催
し
、
機
関
誌
『
交
詢
雑
誌
』
も
創
刊

し
た
。

　

ま
た
福
澤
は
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年

に
日
刊
新
聞
『
時
事
新
報
』
を
創
刊
し
、
経

営
に
あ
た
っ
た
。
創
刊
号
で
は
あ
ら
ゆ
る
党

派
や
利
害
か
ら
離
れ
た
立
場（「
独
立
不ふ

羈き

」）

か
ら
発
言
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
社
説
を
舞

と
学
問
の
大
切
さ
を
、『
学
問
の
す
ゝ
め
』

を
は
じ
め
と
す
る
著
書
で
説
き
、
他
の
著
作

に
お
い
て
も
西
洋
文
明
を
紹
介
し
な
が
ら
文

明
開
化
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

活
動
は
文
筆
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
演
説
の
概

念
を
日
本
に
持
ち
込
み
、「
演
説
館
」で
実
践
し
、

広
め
た
の
も
福
澤
で
あ
る
。
ま
た
地
位
や
職
業

を
超
え
て
人
々
が
交
わ
り
、「
知
識
を
交
換
し

世せ

務む

を
諮し

詢じ
ゅ
ん

す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
日
本

最
古
の
社
交
ク
ラ
ブ
「
交
詢
社
」
を
設
立
し
た
。

「
世
務
」
と
は
取
引
、起
業
、金
銭
貸
借
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
に
生
じ
る
人
と
人
の
相
互
関
係
を
指

　

福
澤
諭
吉
は
、
単
に
母
校
の
創
立
者
と
い

う
だ
け
で
は
語
れ
な
い
。例
え
ば
一
万
円
札
。

な
ぜ
日
本
の
最
高
額
紙
幣
の
肖
像
に
福
澤
が

選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

功
績
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
初

期
の
不
安
定
な
大
変
革
の
時
期
に
、
日
本
の

近
代
化
に
稀
有
な
貢
献
を
し
た
思
想
家
・
教

育
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
自
由
・
平
等
の
尊
さ

慶
應
義
塾
と
福
澤
諭
吉
││
今
、改
め
て
学
ぶ

　
慶
應
義
塾
は
福
澤
諭
吉
が
開
い
た
学
塾
。
私
立
大
学
は
創
立
者
の
建
学
の
理
念
を
形
づ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

慶
應
義
塾
を
知
る
に
は
、
ま
ず
創
立
者
・
福
澤
諭
吉
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
福
澤
は
、
教
育
者
と
し
て
の
顔
の
ほ
か
に
西
洋
の
文
化
や
思
想
を
い

ち
早
く
日
本
に
紹
介
す
る
先
見
性
を
備
え
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
時
代
の
先
導
者
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に

今
、
も
う
一
度
見
直
し
た
い

義
塾
と
福
澤
諭
吉
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福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー  

所
長
・

法
学
部　

教
授

岩い
わ

谷た
に

十じ
ゅ
う

郎ろ
う 

台
に
、さ
ま
ざ
ま
な
言
論
活
動
を
展
開
し
た
。

　

交
詢
社
と
時
事
新
報
は
慶
應
義
塾
と
あ
わ

せ
、世
に
福
澤
の
三
大
事
業
と
さ
れ
て
い
る
。

な
か
で
も
常
に
そ
の
活
動
の
ベ
ー
ス
に
あ
っ

た
の
が
慶
應
義
塾
で
あ
っ
た
。１
８
９
６（
明

治
29
）年
に
行
っ
た
演
説
を
も
と
に
し
た「
慶

應
義
塾
の
目
的
」と
呼
ば
れ
る
一
文
が
あ
り
、

慶
應
義
塾
の
目
的
は
「
我
が
日
本
国
中
に
於

け
る
気
品
の
泉
源
、
智
徳
の
模
範
」
を
目
指

す
こ
と
に
あ
る
と
し
、
教
員
、
塾
員
、
塾
生

ら
社
中
に
「
全
社
会
の
先
導
者
」
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
の
目
的
は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
。
福
澤

の
義
塾
へ
の
思
い
に
応
え
、
さ
ら
に
未
来
へ

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
義
塾
に
学
ぶ
意
味
で

あ
り
、
ま
た
喜
び
で
あ
る
。
福
澤
が
そ
の
生

涯
を
終
え
て
か
ら
す
で
に
１
１
４
年
、
義
塾

の
歴
史
は
紡
が
れ
続
け
て
い
る
。

　

自
我
作
古
の
真
意
は
、
自
ら
が
開
拓
者
と

な
り
、
後
世
に
影
響
を
与
え
続
け
る
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
の
仕
事
を
基

礎
と
し
て
、
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
自
分
を
乗

り
越
え
、
自
分
が
過
去
、
古
に
な
る
こ
と
を

受
け
入
れ
る
勇
気
あ
る
言
葉
な
の
で
す
。
後

輩
が
次
々
に
未
来
を
切
り
開
き
、
限
り
な
く

前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
こ
れ
を
可
能
に

す
る
場
と
し
て
福
澤
は
慶
應
義
塾
を
創
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
の
歴
史
は
、
人
か
ら
人
へ
、
知

の
リ
レ
ー
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、
自
我
作
古
を
基
本

理
念
と
し
て
誕
生
し
た
慶
應
義
塾
の
一
員
と

し
て
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
に
勉
学
に
励
み
、

先
輩
た
ち
を
乗
り
越
え
る
業
績
を
あ
げ
、
ま

た
自
ら
を
乗
り
越
え
る
後
輩
た
ち
の
頑
張
り

を
喜
ぶ
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
も
、
慶
應
義
塾
と
結
ば

れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
ま
す
ま
す

輝
き
出
し
ま
す
よ
う
、お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

１
８
３
５
（
天
保
５
）
年
に
生
ま
れ
、

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
に
亡
く
な
っ
た
福

澤
諭
吉
は
、
江
戸
末
期
と
明
治
つ
ま
り
近
世

と
近
代
２
つ
の
時
代
を
生
き
た
思
想
家
、
教

育
者
と
し
て
、
多
く
の
言
葉
や
発
言
を
著
作

や
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
新
入
生
は
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
に
、
独
立
自
尊
、
半
学
半
教
、
社

中
協
力
、
躬
き
ゅ
う

行こ
う

実
践
な
ど
の
四
文
字
熟
語
に

触
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

四
文
字
熟
語
の
中
で
、
私
が
慶
應
義
塾
の
理

念
と
し
て
最
も
重
要
と
考
え
る
の
が
、
”自

我
作
古（
じ
が
さ
っ
こ
）“
で
す
。
中
国
の『
宋

史
』に
見
え
る
熟
語
で
、「
我
よ
り
古
い
に
し
え

を
作な

す
」

の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
、
福
澤
は
、
そ

れ
ま
で
正
式
な
名
称
を
持
た
な
か
っ
た
私
塾

を
「
慶
應
義
塾
」
と
命
名
し
、
近
代
的
な
学

校
と
し
て
発
足
し
た
こ
と
を
宣
言
す
る
『
慶

應
義
塾
之
記
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
洋
学
の
先
駆
者
で
あ
る
前
野
良
澤
、
桂

川
甫
周
、
杉
田
玄
白
ら
の
努
力
に
触
れ
、

「
只ひ
た

管す
ら

自
我
作
古
の
業
に
の
み
心
を
委ゆ
だ

ね
」

と
称
賛
し
、
義
塾
が
洋
学
の
学
び
を
引
き
継

ぐ
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
発
足
の
理
念
、「
自
我
作
古
」
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福
澤
が
ス
ピ
ー
チ
を
「
演
説
」、
デ
ィ
ベ

ー
ト
を
「
弁
論
」・「
討
論
」
と
訳
し
た
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
で

議
会
政
治
が
始
ま
る
の
に
先
立
ち
、
西
洋
に

倣
っ
て
、
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
習
慣
を
根

付
か
せ
る
た
め
だ
っ
た
。
１
８
７
５
（
明
治

８
）
年
に
は
、
演
説
会
の
た
め
に
、
現
在
も

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
る
「
三
田
演
説
館
」

が
造
ら
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
福
澤
が
訳
し
た
外
国
語
は
多

い
。
た
と
え
ば
１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
の

渡
米
時
に
は
英
語
・
中
国
語
の
辞
書
を
購
入

し
、
日
本
語
訳
と
発
音
を
つ
け
た
『
増
訂
華

英
通
語
』
を
出
版
。
そ
の
中
で
、「Curry

」

の
項
は
カ
タ
カ
ナ
で
「
コ
ル
リ
」
と
記
さ
れ
、

こ
れ
が
現
在
の
「
カ
レ
ー
」
と
な
っ
た
。

　

福
澤
の
肖
像
画
が
使
わ
れ
た
一
万
円
札
が

発
行
さ
れ
た
の
は
、
１
９
８
４
（
昭
和
59
）

年
11
月
１
日
。
明
治
期
を
代
表
す
る
文
化
人

と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
、
同
時
に
五
千
円

札
に
は
新
渡
戸
稲
造
、
千
円
札
に
は
夏
目
漱

石
の
肖
像
画
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０

４
（
平
成
16
）
年
11
月
の
紙
幣
刷
新
で
、
肖

像
画
は
五
千
円
札
が
樋
口
一
葉
、
千
円
札
が

野
口
英
世
に
変
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
万
円
札
は
引
き
続
き
福
澤
の
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
る
。　

　

新
旧
ど
ち
ら
の
一
万
円
札
も
、
１
号
券
は

日
本
銀
行
貨
幣
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、「
A
０
０
０
０
０
２
A
」
の
記
番
号
を

持
つ
２
号
券
は
、
義
塾
に
寄
贈
さ
れ
、
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

創
立
者
　
福
澤
諭
吉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

02お
な
じ
み

一
万
円
札
の
肖
像
画

福
澤
諭
吉  

年
表

こ
ん
な
言
葉
も

福
澤
の
訳
か
ら
生
ま
れ
た

１
８
３
５
年

１
８
５
４
年

１
８
５
５
年

１
８
５
８
年

１
８
５
９
年

１
８
６
０
年

１
８
６
１
年

１
８
６
６
年

１
８
６
７
年
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１
月
10
日
（
天
保
５
年
12
月
12

日
）
大
阪
玉
江
橋
北
詰
中
津
藩

蔵
屋
敷
に
生
ま
れ
る
。

蘭
学
を
志
し
て
長
崎
に
出
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
の
初
歩
を
学
ぶ
。

緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
入
門
。

藩
の
命
令
で
江
戸
に
移
り
、
築

地
鉄
砲
洲
奥
平
家
中
屋
敷
の
長

屋
の
一
軒
で
、
蘭
学
の
家
塾
を

開
く
。﹇
慶
應
義
塾
の
起
源
﹈

横
浜
に
て
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

オ
ラ
ン
ダ
語
が
役
に
立
た
な
い

こ
と
を
知
り
落
胆
。
思
い
切
っ

て
英
語
に
転
向
し
、
辞
書
を
頼

り
に
独
学
を
始
め
る
。

軍
艦
咸
臨
丸
に
乗
っ
て
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
か
い
、
ハ
ワ

イ
を
経
由
し
て
帰
国
。
日
本
の

船
と
し
て
最
初
の
太
平
洋
横
断
。

そ
の
後
幕
府
の
翻
訳
方
と
な
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
遣
の
幕
府
使
節

の
随
員
と
な
る
。

『
西
洋
事
情
』
初
編

幕
府
の
随
員
と
し
て
再
び
ア
メ

リ
カ
に
赴
く
。
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数
年
前
、
西
郷
隆
盛
の
肖
像
は
別
人
で
は

と
話
題
に
な
っ
た
が
、
明
治
期
に
は
写
真
撮

影
を
嫌
う
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
福
澤
は
大
の
写
真
好
き
で
、
渡
米

し
た
若
い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
姿

で
写
真
に
納
ま
っ
て
い
る
。

無
類
の
写
真
好
き
だ
っ
た
福
澤
諭
吉

１
８
６
８
年

１
８
６
９
年

１
８
７
１
年

１
８
７
２
年

１
８
７
４
年

１
８
７
５
年

１
８
８
０
年

１
８
８
２
年

１
８
９
０
年

１
８
９
２
年

１
８
９
６
年

１
８
９
９
年

１
９
０
１
年
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家
塾
を
鉄
砲
洲
か
ら
芝
新
銭
座

に
移
し
、
時
の
年
号
に
ち
な
ん

で
慶
應
義
塾
と
命
名
す
る
。
５

月
15
日
、
上
野
彰
義
隊
の
戦
の

砲
声
を
耳
に
し
な
が
ら
ウ
ェ
ー

ラ
ン
ド
経
済
書
の
講
義
を
行
う
。

授
業
料
の
制
度
を
初
め
て
作
る
。

慶
應
義
塾
を
芝
新
銭
座
か
ら
三

田
に
移
し
、
同
時
に
転
居
。

政
府
か
ら
借
用
中
の
慶
應
義
塾

敷
地
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
。

『
学
問
の
す
ゝ
め
』
初
編

三
田
演
説
会 

発
会
。

三
田
演
説
館
開
館
。

『
文
明
論
之
概
略
』

交
詢
社 

を
起
こ
す
。

時
事
新
報 

を
発
刊
。

大
学
部
が
設
置
さ
れ
、
文
学
・

法
律
・
理
財
の
３
科
を
置
く
。

﹇
大
学
部
の
発
足
﹈

北
里
柴
三
郎
を
援
助
し
、
伝
染

病
研
究
所
の
設
立
に
尽
力
す
る
。

『
福
翁
百
話
』

『
福
翁
自
伝
』

２
月
３
日
、
三
田
慶
應
義
塾
内

の
自
邸
に
て
死
去
。

「
福
澤
諭
吉
と
米
国
少
女
の
額
入
り
写
真
」

１
８
６
０
（
万
延
元
）
年
：
幕
府
派
遣
使
節
の
一
員
と
し
て
渡

米
す
る
際
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
写
真
店
で
撮
影
さ
れ
た
。

「
福
澤
諭
吉
と
令
息
令
孫
た
ち
」

１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
２
月
：
場
所
は
福
澤
が
休
息
に
訪
れ

た
大
磯
の
招
仙
閣
。

「
福
澤
諭
吉
肖
像
」

１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
５
月
：
福
澤
41
歳
の
壮
年
期
の
写
真
。

「
散
歩
中
の
福
澤
諭
吉
」

１
８
９
９
〜
１
９
０
０
（
明
治
32
〜
33
）
年
頃
：
塾
生
、
護
衛

と
と
も
に
散
歩
中
。
身
長
１
７
０
㎝
以
上
と
大
柄
だ
っ
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。協

力
：
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
、
慶
應
義
塾
図
書
館

慶應義塾と福澤諭吉──今、改めて学ぶ
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日
本
が
大
き
く
変

わ
っ
た
明
治
時
代

に
福
澤
が
考
え
た

こ
と
、
な
し
た
こ

と
を
も
っ
と
知
り

た
い
」（
小
川
昭

人
君
）。「
英
語
の

デ
ィ
ベ
ー
ト
活
動

を
し
て
お
り
、
日
本
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
始
め

た
の
が
福
澤
と
知
っ
て
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
周
囲
の
こ
と
を
気
に
せ
ず
ど
ん
ど
ん
行

動
す
る
福
澤
に
は
、
共
感
す
る
し
、
勇
気
を

も
ら
え
ま
す
」（
倉
田
芽
衣
君
）
と
い
っ
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

入
学
時
に
配
布
さ
れ
た
『
福
翁
自
伝
』
に
、

滑こ
っ

稽け
い

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
福
澤
諭
吉
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
興

味
が
わ
く
人
物
で
す
。「
近
代
日
本
と
福
澤

諭
吉
Ⅰ
」（
春
学
期
・
日
吉
開
講
）
の
授
業

で
は
、
福
澤
の
生
涯
と
義
塾
の
歴
史
を
通
じ

て
、福
澤
の
思
想
や
理
念
を
知
る
と
と
も
に
、

義
塾
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
当
時
の
写
真
も
多
用
し
、
興
味
深
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
福
澤
は
、
あ
く
ま
で
民
間
に
身
を
置
き

な
が
ら
、
政
府
に
意
見
を
言
い
、
批
判
も
す

る
。
理
想
主
義
と
現
実
主
義
の
間
で
、揺
れ
、

悩
み
な
が
ら
も
、優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
、

日
本
を
良
く
し
た
い
と
の
ス
タ
ン
ス
を
貫
き

ま
し
た
。
義
塾
に
は
、
官
界
に
進
む
に
は
不

利
な
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
国
づ
く
り
に

よ
り
大
き
な
理
想
を
抱
く
人
々
が
集
ま
り
ま

し
た
。
塾
生
に
は
、
自
分
が
そ
の
歴
史
に
連

な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
誇
り
と
自
信
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
」（
都
倉
武
之
准
教
授
）

　

履
修
者
か
ら
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

ん
で
い
る
現
在
で
は
当
然
の
こ
と
を
福
澤
は

先
読
み
し
て
、
当
時
は
風
当
た
り
が
強
か
っ

た
だ
ろ
う
こ
と
を
言
い
、
実
行
し
ま
し
た
。

授
業
で
知
る
福
澤
諭
吉
　
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
授
業
「
近
代
日
本
と
福
澤
諭
吉
Ⅰ
」（
西
澤
直
子
教
授
・
都
倉
武
之
准
教
授
担
当
）

03

経
済
学
部
１
年

倉く
ら

田た

芽め

衣い

君

経
済
学
部
１
年

小お

川が
わ

昭あ
き

人と

君

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー　

准
教
授

都と

倉く
ら

武た
け

之ゆ
き

他
の
授
業
や
記
念
碑
な
ど
で

知
る
福
澤
諭
吉

　

他
に
福
澤
諭
吉
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
と

し
て
、
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）

で
行
わ
れ
て
い
る
「
慶
應
義
塾
入
門
」（
春

学
期
開
講
）
と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
新
入
生
向
け
に
、
慶
應
義
塾
で

の
勉
学
と
生
活
の
意
義
を
考
え
る
契
機
と

な
る
こ
と
を
意
図
し
、
慶
應
義
塾
と
福
澤

に
つ
い
て
複
数
の
教
員
や
塾
外
講
師
が
担

当
す
る
連
続
講
演
の
形
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
福
澤
を
取
り
あ
げ

て
い
る
授
業
や
研
究
会
（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

は
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
講
義
要
綱
で
探

し
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
か
つ
て

福
澤
の
邸
宅
が
あ
り
、
最
期
の
時
を
迎
え

た
場
で
も
あ
る
邸
宅
の
跡
地
、
現
在
の
図

書
館
（
新
館
）
東
側
に
は
、「
福
澤
諭
吉
終

焉
之
地
記
念
碑
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
記
念
碑
や
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
（
三
田
・

日
吉
・
Ｓ
Ｆ
Ｃ
・
信
濃
町
）
に
あ
る
福
澤

の
胸
像
な
ど
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
創
立

者
で
あ
る
福
澤
に
思
い
を
は
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

信濃町・大学病院中央棟の胸像

福澤諭吉終焉之地記念碑
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知
る
ほ
ど
に
、
さ
ら
に
興
味
が
わ
き
、
も
っ
と
知
り
た
く
な
る
の
が
福
澤
諭
吉
で
あ
り
、
義
塾

の
歴
史
だ
。
福
澤
の
著
作
は
膨
大
に
あ
り
、
生
前
の
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
刊
行
の
『
福
澤
全

集
』
に
始
ま
り
、
全
集
だ
け
で
も
４
種
類
が
出
て
い
る
。
今
回
は
福
澤
の
著
作
の
中
か
ら
、
今
で

も
手
に
入
れ
や
す
い
、
代
表
的
な
３
編
を
紹
介
す
る
。
文
庫
版
や
現
代
語
訳
が
出
て
い
る
も
の
も

あ
る
の
で
、
興
味
に
合
わ
せ
て
探
し
て
み
て
ほ
し
い
。

も
っ
と
知
り
た
い
義
塾
と
福
澤
諭
吉

04

一
貫
教
育
校
で
の
取
組
み

05

『
学
問
の
す
ゝ
め
』

『
文
明
論
之
概
略
』

『
福
翁
自
伝
』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
慶
應
義
塾
豆
百
科
」

　
「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を

造
ら
ず
と
い
へ
り
」
で
始
ま
る
明
治
時
代
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
。
初
編
か
ら
17
編
ま
で
１
８
７
２
〜
１
８
７

６
（
明
治
５
〜
９
）
年
に
わ
た
り
断
続
し
て
刊
行
さ
れ

た
。
人
間
の
自
由
と
独
立
、
そ
の
前
提
と
な
る
実
証
的
・

合
理
的
精
神
を
築
く
た
め
の
「
実
学
」
の
重
要
性
が
、

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
読
み
や
す
い
通
俗
文
で
書

か
れ
て
い
る
。
旧
弊
を
打
破
す
る
気
概
に
満
ち
、
文

明
開
化
期
の
世
の
中
を
大
い
に
刺
激
し
た
本
で
あ
る
。

　

福
澤
の
代
表
的
著
作
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

近
代
日
本
の
古
典
と
も
い
う
べ
き
東
西
文
明
論
。

１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
刊
行
。
西
洋
文
明
の
本
質
を

論
じ
、
日
本
の
文
明
化
こ
そ
が
独
立
達
成
の
唯
一
の

道
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。『
学
問
の
す
ゝ
め
』
に
比

べ
硬
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
儒
教
に
凝
り

固
ま
っ
て
い
る
旧
弊
な
知
識
人
に
読
ん
で
も
ら
い
、

西
洋
文
明
の
精
神
の
導
入
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
の

方
策
だ
っ
た
。

　

福
澤
を
知
る
た
め
の
、
い
わ
ば
入
門
書
。
下
級
士

族
の
次
男
に
生
ま
れ
、「
門
閥
制
度
は
親
の
敵か
た
き

」
と
の

信
念
の
も
と
、
蘭
学
に
出
会
い
、
３
度
の
欧
米
渡
航

の
機
会
を
得
て
、
義
塾
の
創
立
、
時
事
新
報
の
経
営

な
ど
、
福
澤
の
波
乱
に
富
ん
だ
生
涯
を
口
述
と
訂
正

加
筆
に
よ
り
ま
と
め
て
い
る
。
維
新
変
革
期
の
時
間

軸
に
福
澤
の
人
生
が
交
差
す
る
展
開
は
、
幕
末
明
治

の
時
代
史
と
し
て
興
味
深
い
。

　

福
澤
と
義
塾
の
こ
と
、
あ
れ
こ
れ
を
気
軽
に
知
る

に
は
、義
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
慶
應
義
塾
を
知
る
・

楽
し
む
」
か
ら
「
慶
應
義
塾
豆
百
科
」
の
ペ
ー
ジ
へ

進
む
の
も
お
す
す
め
。
端
か
ら
読
ん
で
も
、
ア
ト
ラ

ン
ダ
ム
に
読
ん
で
も
楽
し
め
る
。

http://w
w
w
.keio.ac.jp/ja/contents/m

am
ehyakka/

　

一
貫
教
育
校
で
も
、
福
澤
や
義
塾
の
歴
史

に
つ
い
て
の
教
育
の
機
会
を
数
多
く
設
け
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
幼
稚
舎
で
は
１
９
８
８

年
か
ら
毎
年
、
歩
く
会
の
部
員
や
６
年
生
有

志
が
「
36
キ
ロ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
」
に

参
加
し
ま
す
。
昨
年
は
１
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
が
、
福
澤
が
実
際
に
歩
い
た
道
の
り

（
築
地
〜
横
浜
）
を
約
11
時
間
か
け
て
歩
き

ま
し
た
。
ま
た
、
横
浜
初
等
部
に
は
福
澤
の

理
念
や
義
塾
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
「
福
澤
先
生
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
の
学
校
で
も
、
講
演
会
や
福
澤

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
行
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

横浜初等部の「福澤先生ミュージアム」

慶應義塾と福澤諭吉──今、改めて学ぶ


